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女満別における大気電場計測での吹雪の帯電量の推定
Snow electrification observed at Memanbetsu
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地球は、電離圏と大地との間で全休的な巨大球殻コンデンサーをなしており、宇宙線によってわずかに電離させられ
た大気を通じてこのコンデンサーはたえず放電し、対地雷によって充電されている。この全球的電気回路はグローバル
サーキットと呼ばれ、大気電場及び世界中の全対地雷強度の測定により推進できると考えられている。しかしながら、大
気電場は僅かな大気汚染にも影響をうけるため大気汚染がない南極の測定結果を中心に研究を推進したいが、現地では
吹雪の帯電も観測のノイズ源となる。そのノイズ源の研究として、吹雪の帯電と大気電場の関係を本研究ではテーマと
する。本報告では、女満別での越冬大気電場観測の結果を述べる。

キーワード: 大気電場,吹雪,帯電
Keywords: Atmospheric electric field, Snow electrification

1/1


